
活動内容と成果
ユキヒョウ保全のため、5つの地域でユキヒョウ保全
委員会（SLCC）を設立し、75人のSLCCメンバーと
15人の公園スタッフをユキヒョウ保全調査のための
市民サイエンティストとしてトレーニングを実施し
た（計7回）。およそ4,500km2のエリアに319台のカ
メラトラップを設置し、ユキヒョウ及び餌動物の個
体数を調査した。また、100個以上のユキヒョウのも
のと思われる糞を採取し、遺伝解析及び生理学的状
態の評価を実施した。また、250世帯にユキヒョウの
生息状況の調査アンケートを行った。

活動内容と成果
●�丘陵地に暮らすNtebeコミュニティの住民を対象
に雨水集水モデルを活用した給水システムを建設
●�コミュニティの住民に対して本助成活動の内容を
説明、協議
●�コミュニティの代表者10人で構成する運営維持管
理委員会を組織し、運営維持管理にかかる研修を
実施
●�雨水集水槽（容量150m3）1基、ろ過槽（容量
10m3）1基、配水タンク（容量5m3）そして雨水を
住宅地から雨水集水槽へ流し込む水路（延長
600m）を建設して給水を開始

課　題
ユキヒョウは山岳環境の希少なキーストーン種であ
る。シェイポクスンド国立公園で地域コミュニティ
ベースのユキヒョウ保全活動の基盤構築が求められ
る。

目　標
ユキヒョウ保全活動への地域社会の参加を促す。ド
ルパで長期的な地域コミュニティベースのユキヒョ
ウ保全イニシアチブの基盤を確立する。

課　題
ルワンダの国土の多くは丘陵地であり、耕作地の
60％以上は斜面上に位置し、その多くは農耕を推奨
される範囲を超え、深刻な土壌侵食とともに、低い農
業生産性に陥っている。

目　標
住民の水へのアクセスを向上させることに焦点を置
き、雨水集水モデルを活用した水利用のメリットと
の相乗効果により、豪雨による土壌侵食と洪水の災
害を抑制する。
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ルワンダ国Ntebeコミュニティにおける丘陵地
帯の土壌侵食と湿地帯の洪水を防ぎ、住民の水へ
のアクセスを向上させる総合的雨水集水モデル

カメラトラップトレーニング風景

建設された雨水集水槽（貯水量150m3）
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市民サイエンティスト
数 90 人

雨水集水槽（150m3）の
建設 1 基

カメラトラップ数 319 台

配水槽（10m3）の建設 1 基
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苦労した点と工夫した点

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
突然の大雪などヒマラヤの不安定な
気候条件によって一部のカメラト
ラップの回収が困難であった。

■工夫した点
天候不良等で調査地に入ることが困
難だった際に、スタッフと市民サイ
エンティストの協力を得てデータ回
収を実施した。

■苦労した点
活動地点が丘陵地頂上部であること
及びアクセス道路の整備状況が悪
く、施設建設のための材料運搬に難
があった。

■工夫した点
動力不要とするため、雨水集水槽-ろ
過槽-配水タンクを全て重力式で通
水できる設計とした。これにより水
料金を安価にできた。

本プロジェクトを通して地元のステークホルダー（国立公園、SLCC、市民サイエン
ティスト）のユキヒョウ保全に関する活動を強化し、外部支援がなくても保全活動
を長期継続できるようになることを目指す。

建設された雨水集水モデル活用給水システムを運用し、その有効性をコミュニ
ティで確認する。同システムの運用を続けていきながら、課題を抽出し、対策を実
施することで、同システムの利用を広げていく計画である。

今後の
展望

今後の
展望

活動地域

活動地域

 ネパール

 ルワンダ

44700�Lalitpur,�Nepal
E-mail：�info.cesnepal@gmail.com

P.O.�Box�5618�Kigali/�
Rwanda・Road�KG�11�Av,�
Kigali/�Rwanda�
電話：+250�788305443
E-mail：info@arde-kubahorwanda.org
HP：http://www.arde-kubahorwanda.org


